
























































































□ 頭痛 □ 腹痛 □ 胃痛 □ 気持ち悪い □ だるい □ 脳貧血 □ さむ気
□ のど痛 □ 鼻水 □ 咳 □ ぜんそく □ 息苦しい □ 熱っぽい □ 吐き気
□ その他　→
□ 朝から □ 登校途中 □ 始業前 体温





昨日の夕食 □ 食べた □ 少し食べた □ 食べない → 理由は？ □ 時間がない □ 食欲なし
朝食 □ 食べた □ 少し食べた □ 食べない → 理由は？ □ 時間がない □ 食欲なし
給食 □ 食べた □ 少し食べた □ 食べない →
排便 □ あり □ なし → 状態は？ □ 普通 □ 下痢 □ 便秘
睡眠 □ よく眠れた □ まあまあ □ 眠れない → 寝た時刻　　　　　時　　　　　分　～　起きた時刻　　　　　時　　　　　分　　
□ わからない □ わかる　→
□ わからない □ わかる　→
□ ない □ わからない □ ある　　　→
□ 教室へ戻る □ 1時間休む □ 帰りたい □ 途中で戻る □ 話を聞いてほしい
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書きやすい
どちらかというと書きやすい
どちらというと書きにくい
書きにくい
来室カードの書きやすさについて
図６　来室記録カードアンケート結果
ステップチャートの聞き取り結果（〇：よかったところ　▲：検討が必要なところ）
〇枠に記入するので書きやすかった　　　　　　　　　　 ▲どうやって書いたらいいかわからない
〇一つずつ考えて書けるのでじっくり考えて書ける 　　　▲なりたい姿はいつの自分を書けばいいのか
〇自分の気持ちが書くことで整理できる　　　　　　 　　▲枠が小さくて書きにくい。もう少したくさん書きたい
〇悩んでいる原因や，解決策を考えるのに役立った
図７　ステップチャート聞き取り結果
264
６　成果と総合考察
　生徒自身の困り感を自らの言葉で発信できる来室記録カードやステップチャートは，健康課題の背景が明確になり，
具体的な支援に直結する有効なツールであった。また，その情報を援助策シート，健康相談シートに記入し，養護教諭
の視点で関係職員に情報発信することにより，多面的に生徒を理解することができ，より具体的な解決に向けた支援に
つながっていった。これより，生徒の「情報の整理」は，健康相談活動において重要な観点であることが示唆された。
養護教諭は生徒一人一人の健康について多くの情報量を持ち，保健室は教室とは違う生徒の姿が見られる。養護教諭の
職務と保健室の機能を生かし，より効果的な「情報の整理」をしていくことが重要である。しかし，情報量が多すぎる
と対応に時間がかかり，連携が十分に出来ないことも考えられる。有効なシートにしていくためには，項目を精選して
情報をコンパクトに伝えていくことも必要である。
７　今後の課題
　来室記録カードでは記入忘れがあったり，ステップチャートでは記述の困難な生徒も見られた。その様な生徒に対し
ては，養護教諭が積極的にアプローチをして記述のサポートをする必要があると感じる。また，シートについては，ヘ
ルスアセスメント項目を取り入れた様式にしていくことが，より詳しい生徒の心身の状況把握につながり，的確な対応
策が立てやすくなると考えられるため，更なる検討が必要である。なお，保健室で把握された状況に対して，その後，
養護教諭がどのよう支援を行ったのかについては追及をしていない。養護教諭が個別の支援に生かすための手立てにつ
いて今後研究していく必要がある。
　　
８　終わりに
　生徒の健康課題を早期に発見し，情報を職員と共有するためには，保健室の機能と養護教諭の職務を生かした「情報
の整理」が有効であることを本研究で確認することができた。本研究では，保健室来室生徒を対象に検証を行ったが，
保健室来室生徒以外にも健康課題を抱えている生徒は多い。その様な気になる生徒にこそ寄り添いながら問題を見つめ，
情報を発信し，シートやカードをさらに工夫・改善し，職員や各組織と連携したチーム支援につながる健康相談を今後
も行っていきたい。
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